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視覚障がい鍼灸あん摩マッサージ師の臨床教育をサポートするための
カルテ作成支援システムの開発の研究
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【緒言】
鍼灸あん摩マッサージ指圧は，現状では診療録（以下，

カルテ）を作成する義務はないが，施術情報や経過の記
録は，施術の評価・検討や有害事象時にも重要である[1]。
本学東西医学統合医療センター施術部門（以下，センター
施術部門）でもカルテ作成を義務化している。視覚障が
い者もカルテを作成しているが，作成や読み上げ等に補助
者が必要になるなど，バリアフリー化が進んでいない。昨今
の医療における電子カルテ化による情報の共有や管理等
の効率化をみても，鍼灸あん摩マッサージ指圧施術のカル
テ作成および電子化は，障がい補償の観点からも重要であ
る。今回我々は，鍼灸師向けに作成された電子カルテ作
成支援システムについて，視覚障がい者のユーザビリティを
確認し，その可能性を検討した。

【方法】
センター施術部門で 3 年間，施術とカルテの作成を経験

した全盲の鍼灸あん摩マッサージ指圧師１名が，2020 年 9
月より提供を開始した鍼灸院向け電子カルテアプリ，鍼灸つ
ながるカルテ（セイリン株式会社）をノートパソコンおよびス
マートフォンで試用し，その使用感等を確認した。

【結果】
１．ノートパ ソコン windouws10 （ 読 上 ソフト：PC-
TalkerNeo，ブラウザ：NetReader Neo）

（1） 使 用 感：スマートフォンの読み上げ 機 能である
VoiceOver 後に PC で確認すると，全体の作りが把
握できて進めやすい。動作は PC-Talker のほうが快
適に処理された。

（2） 操作ができた事項：患者選択，診療日選択，担当者選択，
いつからの選択，程度の選択，主訴に関するメモ，セ
ルフケアに関する質問，施術に関するメモ，施術前後
の記録，その他共有事項メモ，FRS 見守り設定（オ

ンオフ切り替え，見守り主訴，チャット送信間隔）。

２．スマートフォン iPhone 11 Pro （ios14.42 VoiceOver）
（1） 使用感：VoiceOver に不慣れな初心者は，やや難し

いと感じた。テキスト形式であれば使いやすくなると感
じた。

（2） 操作ができた事項：患者選択，氏名選択，施術者選
択，いつからの選択，主訴に関するメモ，セルフケアに
関する質問，施術テンプレート選択，施術に関するメ
モ，施術前後の記録，画像追加，その他共有事項メモ，
その他写真，FRS 見守り設定（オンオフ切り替え，見
守り主訴，チャット送信間隔）。

３．全盲視覚障がい者が使いやすくなるための対策
各選択項目で，①キーボードで操作ができる，②可能な

限り音声フィードバックができる，③テンプレート記入はテキス
トボックスを併用する，などで改善されると考えた。

【考察】
PC やスマートフォンを使いこなす視覚障がい者が増えて

いることから，今回対象とした全盲に限らず，視覚障がい者
のカルテ作成には紙カルテよりも電子媒体が導入しやすく，
作業効率も飛躍的に改善すると感じた。また，障がいの有
無に限らず，カルテ作成援助システムやアプリケーションの
開発・普及は，全ての鍼灸あん摩マッサージ指圧にとって
福音をもたらすと考える。
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